
【
◎ 砺号

楽しく
12サ 11411、 本国内保育「

li児童が悠遊力1;を言方F∫ lし ました J

おゆ うぎなどを披露 し、お じい ちゃん、おはあちゃん

たちは大喜び .

最後には、「坊様踊 り」を一緒 に踊 るなど、笑いがた

えない楽 しい交流会 とな :)ま した流一父
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第24回市浦村共同保健計画会議

”“い““い“〕“一保
健
活
動
は
地
域
住
民
が
支
え
る
　
書
踊
上（十詳
「一」誰
一　
匹
鶴］謂
口糊壕』香薫

ィ

セ

ン
タ

ー

に

お

い
て

、
第

二

十

　

　

の
後

平

成

五

年

度

の
健

康

づ

く

り

　

　

ヽヽ
ヽ
工

（
十

三

）

ほ

か

七

人

　

　

　

　

　

田

英

（
磯

松

）

四

回

共

同

保

健

計

画

会

議

が

、

関

　

　

事

業

功

労

表

彰

が
行

わ
れ

ま

し

た
。　

　

▼
日

本

赤

十

字

青

森

県

支

部

献

血

　

　

▼
保

健

活

動

功

労

者

係

者

約

百

人

の
出

席

の
も

と

開

か
　

　

　

な

お

、

主

な

受

賞

者

は

次

の
と
　

　

功

労

表

彰

者

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

成

田

ユ
リ

一
相

内

一

▼
健
康
づ
く
り
作
品
展
入
賞
者

◇
ポ
ス
タ
ー

・
図
画
の
部
入
選

司
（相
内
小

一
年
）
若
山
宗
裕
（十

◇
標
語
の
部
入
選

▼
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

◇
五
年
間
　
柏
谷
忠
助

（相
内
）

ほ
か
二
人
◇
四
年
間
　
唐
川
幸
穂

◇
二
年
間
　
澤
田
み
よ
子
（相
内
）

ほ
か

一
人
◇

一
年
間
　
一二
和
直
次

▼
献
血
功
労
感
謝
状
贈
呈
者

◇
四
十
回
以
上

加
納
あ
や
子
（十

三
世
代
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
域
ヘ

地
域
を
目
指
す
。

●
首
都
圏
か
ら
の
特
別
養
護
老
人

ホ
！
ム
の
誘
致
。

●
個
々
の
健
康
意
識
を
高
め
る
。

●
心
も
健
康
に
な
る
。

組
織
の
結
成
。

●
健
診
の
時
は
、
相
内
地
区
も
パ

健康づ くり事業功労表彰が行われる
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▼
東
奥
美
術
展

◇
特
選

（東
奥
日
報
社
長
賞
）

◇
準
特
選

安
保
達
明
く
ん
　
　
（相
内
保
一

◇
準
佳
作

版
画
の
部

◇
佳
作

◇
準
佳
作

秋
田
谷
香
理
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

▼
青
森
県
営
浅
虫
水
族
館
図
画
展

◇
館
長
賞

◇
銀
賞

◇
銅
賞

植
野
由
華
子
ち
ゃ
ん
（大
田
保
一

▼
青
森
県
子
ど
も
の
祭
展

。
子
ど

も
絵
画
展

絵
画
の
部

版
画
の
部

◇
最
優
秀
賞

秋
田
谷
香
理
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

◇
佳
作

て

い
る

と

し

、

県

の
要

綱

に
基

づ

は
議

会

の
自

紙

撤

回

決

議

を

基

本

▽
四
級
　
村
元
志
穂

（辻
分
珠

▽
五
級
　
澤
田
有
妃

（辻
分
珠

算
塾
）
今
野

一
磨
、
越
谷
翔
悟
、

秋
田
優
太

（辻
分
珠
算
塾
）

第

九

十

五

回

全

国

商

工
会

珠

算

　

　

内

理

恵

、

小

寺

由

希

子

（
浦

田
塾

）

検

定

試

験

が

、

十

一
月

十

九

日
午

　

　

　

▽
九

級

　

高

木

愛

架

、

石

岡

慧

る
ロ



国
、
中
華
人
民
共
和
国
を
訪
間
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
体
験
を
し
て
き

異
国
の
実
情
を
肌
で
感
じ
る

島
　
津
　
　
護

箱
●

か
け
が
え
の
な
い
財
産

丁

子

谷

　

充

霜
●
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儀儀偽色
生ぎでるうぢ楽しぐ

ふるさとは一番

将来はじゅういさんに

ロロロロロロ

相坂 幸世さん

笹山 博美さん(2i)でも、あ立台ギヤルがいたジュリアナもちよつびり
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一職時の■一言　　　　　　警一『一部′で一̈一一̈̈
一　　一『一̈一一〔挙〓「し、ぃ一一一　　］一】任̈』輌一一̈榊』

対
は申府‐‥子″回難」礫討」
議
“納、．兵はヽ
・を製
鮮
籍

兵
糧
を
納
入
さ
せ
、
安
倍
氏
を
　
　
召
し
Ｆ
響
課
）
掛
泄
％
。

九
臓
け
」
轄
報
“
旺
％

五
七
）
　

　

天
喜

五
年
九
月
日

よ
う
や
く
活
路
を
見
い
出
し
　
　
れ
た
頼
時
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
こ
と
よ
。
大
事
の
敵
を
受
け
な
　
　
べ
る
者
が
い
な
い
。
彼
等
父
子

脱
出
し
た
頼
時
勢
は
鳥
海
柵
に
　
　
　
急
を
聞
い
た
貞
任
、
宗
任
も
　
　
が
ら
面
々
の
柵
を
守
ら
な
い
で
、
　

さ
え
滅
し
た
な
ら
、
お
よ
そ
七

¨
中
銹
一
［
輛
一
崚
一
一
一
つ 頼 下ぉ
　
　
一
¨
中
中
一
皆 ま 棄．
一
一
一
嶼
一
『
　
　
¨
一
一
一
榊
¨
¨
一
一
一
妊
¨
　
　
一
¨
一
¨
¨
一
い
一
¨
一
一
一

た
り
し
て
い
た
の
で
す
。　
一
族
　
　
て
て
集
ま
り
頼
時
の
看
病
に
当
　
　
生
き
べ
く
も
な
い
の
だ
ぞ
。
も
　
　
、つ
の
だ
ぞ
」。
と
言
い
終
わ
っ
て

郎
従
た
ち
は
大
騒
ぎ
で
薬
を
飲
　
　
た
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
敵
が
こ
の
事
を
知
っ
た
な
ら
、
　

が
っ
く
り
首
を
垂
れ
ま
し
た
。

ま
せ
ま
す
。
流
石
は
剛
毅
の
御
　
　
　
頼
時
は
眼
を
開
い
て
座
中
を
　
　
お
前
た
ち
の
柵
を
襲
う
こ
と
問
　
　
奥
六
郡
に
覇
者
の
は
か
な
い
最

違
い
が
な
い
の
だ
ぞ
。
早
く
帰
　
　
期
で
し
た
。
さ
ぞ

一
扱
・郎
従
の

け産御摯栄り．‐、‐社華つ裕”岬ｒ一　　　両軍の動“”

万
人
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
を
　
　
　
頼
時
の
遺
言
に
よ
っ
て
安
倍

頼
義
が
妬
み
、
我
が
家
を
減
ぼ
　
　
一
門
諸
従
は
、
頼
時
の
仏
事
供

さ
ん
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
　
　
養
の
行
事
も
す
る
こ
と
な
く
、

が
ら
、
味
方
の
勢
力
が
強
く
て
　
　
皆
自
分
の
城
々
に
帰
っ
て
源
頼

る
。
当
家
も
特
別
に
頼
義
に
対
　
　
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

の
任
期
が
満
ち
れ
ば
京
都

へ
帰
　
　
働
き
に
よ
っ
て
安
倍
頼
時
を
誅

源
頼
義
と
し
て
は
、
敵
の
大
将

達
す
る
と
朝
廷
で
は
諸
卿
が
参

内
し
評
議
を
開
く
の
で
す
が
、

党
た
ち
が
敵
対
し
て
静
ま
っ
て

い
な
い
の
だ
か
ら
思
賞
を
与
え

あ
り
、
結
局
恩
賞
は
棚
上
げ
と

な
り
、
諸
国
の
軍
勢
を
召
集
し
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■家屋
 黒軍葬暫職}護謄i彙

学生の皆さん――

目民年金に加入しよう

事故やけが、病気のときはもち

ろん、年老いてからの生活保障と

なる国民年金は、あなたの大切な

生涯のパー トナーです。

市浦村の人口と世帯数   平成5.12.1現在

国民年金種別変更届を
忘れずに
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子供も大好き

成人病予防の

この一品料理

魚嫌いの子どもにはシーチキン料理で食べやすく

シーチキンのオムレツ

一　

　

　

　

か
日

一

ヽ
３
こ
ち
ら
編
集
室

彙借沌

1:戦  誕
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